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1.研究の動機

日本プロサッカーリーグ、通称Jリーグは

1993年に10クラブで開幕した。2017年シーズ

ン開幕時点では54クラブと､24年間で44もの

クラプカ噺たに加盟を果たした。その中の一つ

がヴイッセル神戸である。

そこで､筆者は自身の地元である神戸に､Jリ

ーグ開幕当初は存在していなかったプロサッカ

ークラプがどのようにして誕生したのかについ

て関心を持ち、本研究を行うことにした。

2.研究の目的と意義

本研究の目的は、神戸市がどのような背景か

ら繊細II崎製鉄サッカー部を誘致し、プロ

サッカークラプであるヴイッセル神戸を誕生さ

せたのかについて各時代区分における背景幡

緯を明らかにすることである。

また、今後のプロサッカークラプの誕生や、

プロ化を目指す他スポーツの発展の一助となる

ことを意義とする。

3.先行研究の検肘

プロサッカークラプと地域との関わりについ

て考察した研究には、鯛Ill真也⑫014)、川久

保篤志（1998）がある。しかし、これらはクラ

ブ誕生後の活動に関して述べられているもので

あり、クラブ設立時期に着目した歴史研究は見

られなかった。

4.研究の課題と方法

本研究では､神戸市会や委員会の…の

公文書を主な史料として用い、下記3点を検討

することを課題とする。

1）神戸市の行政施策際1割

プロサッカークラプ勝致活動開始の背景とし

て、当時の神戸市の行政施策を明らかにする。

2)神戸市のプロサッカークラプ誘致への高まり

（第2潮

1)で明らかにした背景を踏まえ､プロサッカ

－クラブ誘致の雛を明らかにする。

3）ヴイツセル神戸の誕生儲3動

プロサッカークラプとしてのヴィッセル神戸

の誕生の実態を明らかにする。

5.本論

5.1神戸市の行政施策

神戸市では、サッカーがプロ化する以前に、

神戸市制100周年記念として、サッカーチーム

をつくるといった構想が浮かぶも、実現には至

らなかった。その理由として、神戸市は、1985

年にユニバーシアード神戸大会を開催した後、

国際スポーツ都市宣言を表明し、以降、国際的

なスポーツイベントの招致に注力していた。そ

のような姿勢から2002年のFIFAワールドカッ

ブリ湘致を進めていくこととなった。

また、神戸市は当時、インナーシティの問題

を抱えていた。そこで、インナーシティ総合整

備方策懇談会（1986～）鴇B市活性化総合対策

糊ﾘ委員会（1988～）で解決へ向け話し合いが

行われ､1988年12月22日に神戸市インナーシ

テイ総合整備基本計画が策定されるに至った。

その内容は､$飼義線の整備柵長田騒撤n割淵発、

大規模工場跡の活用等、計19のリーディング

プロジェクトを設定し、インナーシテイ対ﾖ策に

取り組んでいこうとするものであった｡その19

のリーディングプロジェクトの中でも、海繍

の整備は、最も規模・波及効果が大きいことか

ら、インナーシテイ活性化の切り札として最:重



点事業に位置付けられた。

5.2神戸市のプロサッカークラプ誘致への高ま

り

地下鉄海岸線はJリーグが開幕した1993年

に5年後の1998年開業を目標として着工され

た。当時、Jリーグが予想以上の盛り上がりを

見せ、開幕以前の倍以上の観客動員数を記録し

ていたことから、Jリーグの集客力によって、

海岸線沿線の御埼公園に存在した神戸市立中央

球技場を集客施設として大いに活用しようと、

神戸市は考えていた。海織の乗客需要増によ

る経済効果が期待されていたのである。また、

それだけでなく、プロサッカークラブのホーム

タウンとなることで地域の活性化を促し、イン

ナーシティ問題の改善も意図していたと考えら

れる。

国際的なスポーツイベントの招致に注力して

いた神戸市は、1992年7月に2002FIFAワール

ドカップ国内開催地として立候補した。この開

催地立候補を契機に、神戸市立中央球技場を収

容人数1万3,000人から4万人規模へと改修す

ることになった。この改修後のスタジアムを有

効に活用しようとプロサッカークラプ誘致へ動

いた。また､FIFAワールドカップの招致を成功

させるために、日本サッカー発祥の地のみなら

ず、プロサッカークラブのホームタウンとなる

ことで、サッカー熱の高さをアピールし、「サ

ッカーのまち」というイメージの形成を狙った

と考えられる。

以上の2点を大きな要因として誘致活動を進

め、川崎製鉄ｵ朱式会社との交渉の末、1994年3

月30日に同社サッカー部の神戸市誘致に関し

て合意を得、一定の成果を挙げた。

5.3ヴイッセル神戸の誕生

Jリーグ正式加盟のためには、運営会社の設

立が急務であった。そして、川崎製鉄株式会社

サッカー部の誘致決定から3か月後の1994年6

月30日に…榊戸オレンジサッカークラ

ブが設立された｡神戸市は､資本金10億円のう

ち7％にあたる7,000万円を出資し、運営会社

設立の一端を担ったが、出資1位のダイエーグ

ループの企業カラーである「オレン鋤を含ん

だ社名やダイエーグループからの出向社員、ま

た、神戸市・川崎製鉄は収支には関与しないな

ど、ダイエーｸﾝﾚｰブの色が濃く反映された運

営会社であった。

また、クラブは1995年4月30日の「『ガン

バレ神戸』阪神淡路大震災チャリティーマッチ」

と称されたリオデジャネイロ市選抜との試合で

ヴィッセル神戸としてデビューした。神戸総合

運動公園ユニバー記念競技場で18時にキック

オフされたこの試合は1-1の引き分けとなるも、

相手と互角に戦う姿は市民を勇気づけ、復興の

シンボルとして、市民に応援されるクラブとな

る絶好の船出であったといえる。

6.結論

神戸市がプロサッカークラブの誘致に取り組

んだ要因は大きく2つ挙げられる。1つ目は、

地下鉄海岸線の乗客需要増のため。2つ目は、

FI剛ワールドカップ招致のためである｡つまり

は、プロサッカークラプのもたらす経済効果や

地域活性化効果に目をつけ、都市をより良くす

るための一つの手段として、神戸市はプロサッ

カークラプの誕生へ向け取り組んだということ

ができる。実態として、神戸市は、資本金の出

資や施設の提供､運営会社への人的援助等あら

ゆる面からクラブの誕生を支える役割を果たし

た。

また一方で、行政だけでなく、榊戸にプロ

サッカーチームつくる市民の会」に関わった市

民の力やスポンサーとして関わった企業の力、

また、古くからサッカーへの関心が高かった土

地柄等、様々な力が複合的に合わさった結果、

神戸市にプロサッカークラブであるヴイッセル

神戸が誕生したと推測することができる。それ

らの市民やスポンサー側の想いや思惑を探るこ

とで多角的に神戸市におけるプロサッカークラ

ブの誕生を捉えることができると考えられるた

め、これを今後の課題とする。
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